
ハナモモは、花を観賞するために改良されたモモです。サクラの花の咲く時期に前後して

開花の最盛期を迎え、あでやかなピンクや赤、白の花が春の庭を彩ります。モモは古来よ

り中国では災いを除き、福を招くとされてきました。日本への渡来は古く、弥生時代とい

われています。『古事記』にもイザナギが黄泉の国から逃げ帰るときに悪鬼にモモを投げ

つけて退散させたとあることから、古い時代から栽培されていたことがうかがえます。そ

の後、平安時代には3月3日の桃の節句が祝われ、モモの花が観賞されるようになりまし

た。

ハナモモ



ボケは、庭木や盆栽、生け垣、切り花として観賞され、200を超える品種が栽培されてい

ます。また、観賞だけではなく、香りのよい果実を使って果実酒やジャムをつくることが

できます。ボケ属は、日本原産のクサボケ（Chaenomeles japonica）、中国のマボケ

（C. cathayensis）とボケの3種からなる落葉低木類です。ボケの渡来時期は、平安初期

以前であるとされます。元禄年間（1688～1704年）の園芸書には、淀ボケや八重ボケな

どの多少の品種が記録されている程度で、明治時代にもほとんど園芸品種は発達しません

でした。その後、大正時代に、新潟県新潟市と埼玉県川口市を中心としたボケのブームが

起こり、‘東洋錦’や‘日月星（じつげつせい）’が作出されました。


